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概

要

2
0
2
1
年
1
月
に
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
に
伴

う
飲
食
店
の
時
短
営
業
や
不
要
不
急
の
外
出
・
移
動
の
自

粛
に
よ
り
、
売
上
が
50
％
以
上
減
少
し
た
法
人
・
個
人
事

業
者
に
対
し
て
、
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
に
「
一
時
支
援

金
」
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

対

象

○
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
飲
食
店
時
短
営
業
ま
た
は
外
出

自
粛
等
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と

○
2
0
1
9
年
ま
た
は
2
0
2
0
年
と
比
較
し
て
、
2
0

2
1
年
1
〜
3
月
の
任
意
の
月
の
事
業
売
上
が
50
％
以
上

減
少
し
て
い
る
こ
と

申
請
受
付
期
間

2
0
2
1
年
3
月
8
日
㈪
〜
2
0
2
1
年
5
月
31
日
㈪

給
付
上
限
と
給
付
額
の
計
算

○
法
人
60
万
円
／
個
人
30
万
円
（
返
済
不
要
）

○
2
0
1
9
年
ま
た
は
2
0
2
0
年
の
1
〜
3
月
の
合
計

売
上
―
2
0
2
1
年
対
象
月
の
売
上
×
3
カ
月

必
要
書
類

法
人

○
履
歴
事
項
全
部
証
明
書

○
確
定
申
告
書
（
2
0
1
9
年
1
月
と
2
0
2
0
年
1
月

が
含
ま
れ
る
期
の
も
の
）

○
帳
簿
書
類
（
2
0
1
9
年
以
降
の
所
得
計
算
書
・
売
上

台
帳
・
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
）

○
事
業
取
引
の
記
載
が
あ
る
通
帳
（
2
0
1
9
年
1
月
以

降
の
も
の
）

○
宣
誓
・
同
意
書
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

○
取
引
先
情
報
一
覧
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

個
人

○
身
分
証
明
書
（
免
許
証
あ
る
い
は
住
民
票
＋
保
険
証
な

ど
）

○
確
定
申
告
書
（
2
0
1
9
年
分
・
2
0
2
0
年
分
の
収

受
印
が
あ
る
も
の
）

○
帳
簿
書
類
（
2
0
1
9
年
以
降
の
所
得
計
算
書
・
売
上

台
帳
・
請
求
書
・
領
収
書
な
ど
）

○
事
業
取
引
の
記
載
が
あ
る
通
帳
（
2
0
1
9
年
1
月
以

降
の
も
の
）

○
宣
誓
・
同
意
書
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

○
取
引
先
情
報
一
覧
（
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

申
請
ま
で
の
な
が
れ

オ
ン
ラ
イ
ン
（
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
等
）
で
申
請
が
で
き

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
方
は
支
部
事
務
所

で
申
請
で
き
ま
す
。

○
必
要
書
類
を
準
備

←

○
一
時
支
援
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
仮
登
録
（
申
請
Ｉ
Ｄ
が
発
行
さ
れ
ま
す
）

←

○
事
前
確

認
（
金
融
機
関
・
顧
問
税
理
士
等
へ
事
前
確
認
を
実
施
し

て
い
る
か
確
認
）

←

○
一
時
支
援
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

マ
イ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
必
要
情
報
を
入
力
、
必
要

書
類
を
添
付
し
て
申
請

＊
事
前
確
認
機
関
・
顧
問
税
理
士
等
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

ま
ず
は
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
支
部
事
務
所
ま
で
お
気
軽

に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

中
小
企
業
庁
に
よ
る
一
時
支
援
金
の
範
囲
は
飲
食

店
関
連
に
と
ど
ま
ら
ず
広
範
に
給
付
が
広
が
っ
て
お

り
、
建
設
業
で
の
給
付
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
緊

急
事
態
宣
言
に
よ
る
外
出
自
粛
の
影
響
を
受
け
て
い

る
こ
と
、
2
0
2
1
年
1
月
、
2
月
又
は
3
月
の
売

上
が
2
0
2
0
年
ま
た
は
2
0
1
9
年
の
同
月
比
で

50
％
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の
要
件
を
満

た
せ
ば
、
業
種
や
所
在
地
を
問
わ
ず
給
付
対
象
と
な

り
得
ま
す
。
概
要
を
確
認
の
う
え
、
相
談
は
ぜ
ひ
組

合
ま
で
。

4
月
10
日
の
第
64
回
支
部
定
期
大
会
も
終
わ
り
、
練

馬
支
部
の
「
春
の
拡
大
月
間
」
が
い
よ
い
よ
は
じ
ま
り

ま
し
た
。
5
月
末
ま
で
の
間
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

前
半
戦
は

1
・
15
％
到
達

4
月
30
日
現
在
、
累
計
79

人
の
加
入
成
果
（
拡
大
率
1

・
15
％
）
が
あ
り
、
支
部
の

拡
大
目
標
達
成
ま
で
あ
と
1

6
2
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
節
目
標
は
12
分
会
が

達
成
し
ま
し
た
。
節
目
標
達

成
分
会
（
北
練
馬
・
春
日
・

貫
井
・
学
園
・
西
大
泉
・
石

神
井
・
谷
原
台
・
関
町
・
中

村
・
富
士
見
台
・
北
大
泉
・

南
事
業
所
分
会
）

現
場
の
口
コ
ミ
が

成
果
に
つ
な
が
る

こ
れ
ま
で
の
成
果
の
特
徴

は
、
加
入
の
約
7
割
が
事
業

所
新
入
職
に
よ
る
も
の
で
、

春
の
採
用
シ
ー
ズ
ン
に
伴
い

1
事
業
所
で
複
数
人
の
加
入

も
み
ら
れ
た
ほ
か
、
事
業
主

の
家
族
の
本
人
加
入
も
4
件

み
ら
れ
ま
し
た
。
他
、
約
3

割
が
個
人
事
業
主
や
一
人
親

方
に
よ
る
加
入
で
、
「
土
建

国
保
」
「
労
災
」
の
制
度
利

用
を
目
的
と
し
た
加
入
が
大

半
を
占
め
ま
し
た
。
泉
分
会

で
は
「
現
場
で
の
口
コ
ミ
」

が
き
っ
か
け
で
後
継
者
世
代

が
加
入
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
後
継
者
世

代
で
の
「
口
コ
ミ
の
効
果
」

の
大
き
さ
が
表
れ
て
い
ま

す
。
谷
原
台
分
会
で
は
、
昨

年
、
春
一
番
と
声
を
か
け
続

け
た
分
会
内
事
業
所
か
ら
使

用
し
て
い
る
職
人
・
外
注
な

ど
組
合
未
加
入
者
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
対
象
者

発
掘
が
行
わ
れ
複
数
の
加
入

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

後
継
者
世
代

総
対
話
訪
問
行

動
で
分
会
・
群

へ
の
定
着
を

こ
の
「
春
の
拡
大
月
間
」

で
は
、
「
普
段
な
か
な
か
話

す
機
会
が
少
な
く
つ
か
み
に

く
い
」
傾
向
に
あ
る
後
継
者

世
代
の
仲
間
と
の
対
話
を
柱

に
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
「
顔
見
知
り
」
に

な
り
、
分
会
に
と
っ
て
近
い

存
在
の
仲
間
を
増
や
し
、
分

会
活
動
へ
の
参
加
を
増
や
す

こ
と
で
、「
分
会
へ
の
定
着
」

や
「
仕
事
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
」
な
ど
、
組
織
強
化

を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
後

継
者
世
代
が
置
か
れ
て
い
る

仕
事
や
く
ら
し
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
で
、
そ
の
世
代

が
抱
え
る
悩
み
に
対
し
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
分
会
・
群
を
中

心
に
支
部
全
体
で
も
取
り
組

み
、
組
合
の
要
求
運
動
や
仕

事
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
も
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
現
場
で
よ
り
多
く
の
未

加
入
者
と
も
接
点
の
あ
る
現

役
世
代
の
現
場
で
の
声
か
け

か
ら
、
対
象
者
の
掘
り
起
こ

し
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

拡大行動日の関町分会の
仲間（4月19日＝関町分
会センター）

▽
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
数

が
増
加
す
る

な
か
、
練
馬

区
内
の
感
染

者
数
が
4
月

30
日
現
在
で
累
計
6
0
0
0

人
に
達
し
ま
し
た
。
政
府
は

感
染
対
策
と
し
て
3
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
、

一
部
飲
食
店
に
対
し
て
の
休

業
要
請
や
イ
ベ
ン
ト
の
原
則

無
観
客
等
の
措
置
を
行
い
ま

し
た
。
支
援
制
度
に
は
一
時

支
援
金
の
申
請
が
開
始
さ
れ

た
ほ
か
、
月
次
支
援
金
が
準

備
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
仲

間
の
実
情
に
対
し
て
決
し
て

十
分
な
補
償
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
さ
ら
な
る
補
償
を
求
め

運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

▽
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
が

広
が
る
な
か
、
無
料
食
料
提

供
を
行
う
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の

取
り
組
み
が
す
す
ん
で
い
ま

す
。
4
月
29
日
に
開
催
を
し

た
「
第
4
回
あ
っ
た
か
フ
ー

ド
バ
ン
ク
」
で
は
1
2
0
人

の
方
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、

大
人
に
限
ら
ず
学
生
や
子
ど

も
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
困

窮
者
の
存
在
を
明
ら
か
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
練
馬
支
部

の
仲
間
の
寄
付
を
含
め
地
域

の
支
え
の
大
き
さ
を
実
感
さ

せ
ま
す
。
困
っ
た
時
に
支
え

合
う
人
々
の
姿
に
は
胸
を
熱

く
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
改
め
て
公
助
の
あ
り

方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
す
。
（
渡
）

コ
ロ
ナ
支
援
金
！
最
大
６０
万
円
給
付
！

１２分会が節目標達成

個人・法人
事業者対象

新新新たたたななな「「「顔顔顔見見見知知知りりり」」」ののの
仲仲仲間間間ををを増増増やややそそそううう

５
月
末
期
限「
一
時
支
援
金
」を

申
請
し
よ
う
！

５
月
末
期
限「
一
時
支
援
金
」を

申
請
し
よ
う
！

春の拡大月間春の拡大月間
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4
月
10
日
（
土
）
に
コ
コ

ネ
リ
大
ホ
ー
ル
に
て
1
4
3

人
（
特
別
代
議
員
含
む
）
の

参
加
で
第
64
回
支
部
定
期
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓

に
は
東
京
土
建
本
部
石
川
副

委
員
長
と
唐
澤
専
従
常
任
中

執
の
お
二
人
を
迎
え
、
2
年

ぶ
り
に
代
議
員
制
で
の
支
部

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回

も
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の

た
め
、
分
科
会
は
開
催
せ
ず

本
会
議
場
で
各
専
門
部
等
の

報
告
と
提
案
を
行
い
ま
し

た
。積

極
的
な
参
加
が

象
徴
的
な
大
会
に

福
岡
委
員
長
の
開
会
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
基
調
報
告
を

行
い
、
基
調
報
告
を
補
強
す

る
観
点
か
ら
田
柄
分
会
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
仲
間
増
や
し
の

経
験
報
告
と
練
馬
分
会
か
ら

年
間
実
増
の
経
験
報
告
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
2
0
2
0
年

度
の
拡
大
運
動
を
象
徴
す
る

活
動
経
験
報
告
と
な
り
ま
し

た
。質

疑
応
答
に
つ
い
て
は
新

大
泉
分
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

修
正
案
も
含
め
て
討
論
を
行

い
、
基
調
報
告
に
た
い
し
て

2
分
会
か
ら
、
修
正
案
に
対

し
て
1
分
会
か
ら
、
専
門
部

に
つ
い
て
は
4
分
会
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
質
問
・
意
見
が
出
さ

れ
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
大
泉
分
会
の
掛
端
代
議

員
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て
は
学
習
も
良
い
が

運
動
の
強
化
が
必
要
」
、
早

宮
分
会
の
志
賀
代
議
員
か
ら

「
部
会
運
営
で
は
次
の
世
代

へ
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
く
た

め
の
し
っ
か
り
と
し
た
議
論

が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い

っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、
大
泉
東
分
会
の
山
形
代

議
員
か
ら
は
「
年
間
実
増
と

拡
大
月
間
の
報
奨
の
あ
り
方

を
見
直
す
べ
き
」
、
南
事
業

所
分
会
の
島
田
代
議
員
か
ら

「
東
京
土
建
の
制
度
に
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
に

そ
れ
を
し
ら
な
い
ま
ま
短
期

で
脱
退
す
る
人
を
い
か
に
減

ら
し
て
い
く
か
が
課
題
」
と

い
っ
た
よ
う
に
核
心
に
迫
る

議
論
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
討
論
を
ふ
ま
え
基

調
報
告
と
決
算
予
算
と
も
に

承
認
さ
れ
、
最
後
は
伊
藤
副

委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で

支
部
定
期
大
会
は
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

支
部
執
行
委
員
長

福
岡

忠
行
（
石
神
井
）

支
部
副
執
行
委
員
長

上
原

誠
（
早
宮
）

伊
藤
慶
一
郎
（
新
豊
玉
）

可
兒

美
憲
（
大
泉
東
）

上
原

良
子
（
早
宮
）

肥
野

信
彦
（
石
神
井
台
）

支
部
書
記
長

池
田

直
隆
（
常
駐
）

支
部
書
記
次
長

佐
藤

大
地
（
常
駐
）

亀
川

佑
介
（
常
駐
）

友
成

京
介
（
常
駐
）

支
部
常
任
執
行
委
員

礒
野

進
（
上
石
神
井
）

藤
井

清
一
（
旭
町
光
が
丘
）

大
高

健
次
（
大
泉
東
）

小
玉

祥
子
（
春
日
）

畑
澤

友
美
（
南
事
業
所
）

三
角

真
弓
（
高
松
）

石
田

靖
尚
（
豊
玉
）

柄
澤

耕
一
（
大
泉
東
）

加
藤

忠
（
西
大
泉
）

赤
松

雄
太

（
練
馬
／
支
部
青
年
部
長
）

支
部
執
行
委
員

中
尾

幸
一
（
北
練
馬
）

中
山

千
里
（
田
柄
）

川
村

圭
介
（
桜
台
）

豊
島
浩
一
郎
（
豊
玉
）

小
名
日
出
夫
（
春
日
）

三
角

誠
（
高
松
）

福
井

英
夫
（
貫
井
）

寺
田

浩
（
土
支
田
）

井
村

満
（
南
田
中
）

西
川

利
彦
（
大
泉
東
）

徳
島
智
津
代
（
学
園
）

西
川

忠
大
（
西
大
泉
）

直
江

伸
介
（
泉
）

住
友

光
一
（
石
神
井
台
）

帥

孝
司
（
旭
町
光
が
丘
）

豊
原

孝
仁
（
石
神
井
）

小
岩
比
呂
也
（
関
町
）

佐
藤

正
三
（
新
大
泉
）

小
谷

昭
和
（
早
宮
）

金
澤

智
（
中
村
）

奈
良

正
隆
（
富
士
見
台
）

中
込

祐
（
新
豊
玉
）

楊

洪
芳
（
北
大
泉
）

（
選
出
中
）

練
馬
、
上
石
神
井
、
北
事
業
所
、

谷
原
台
、
南
事
業
所

支
部
常
任
執
行
委
員
待
遇

支
部
主
婦
の
会
会
長

神
尾

恵
美
（
田
柄
）

支
部
執
行
委
員
待
遇

支
部
主
婦
の
会
事
務
局
長

荒
川
富
士
子
（
大
泉
東
）

支
部
シ
ニ
ア
友
の
会
会
長

佐
渡

則
年
（
高
松
）

本
部
Ｐ
Ａ
Ｌ
幹
事
長

住
友

光
一
（
石
神
井
台
）

本
部
青
年
部
副
部
長

新
島

秀
成
（
早
宮
）

支
部
会
計
監
査

天
野

一
也
（
旭
町
光
が
丘
）

加
藤

明
（
西
大
泉
）

春
日
三
治
子
（
中
村
）

以
上

南
事
業
所
分
会
の
島
田
代
議
員
よ
り
質
問
の
あ
っ

た
「
加
入
1
年
以
内
の
脱
退
者
数
と
脱
退
理
由
」
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
加
入
1
年
以
内
（
在
籍
1
か
月
〜
1
年
）
の
脱
退

者
数
…
過
去
3
年
間
で
は
、
1
3
4
8
人
（
年
平

均
4
4
9
・
3
人
）
、
過
去
1
年
間
で
は
、
4
2

3
人
で
し
た
。

■
脱
退
理
由
…
脱
退
理
由
に
つ
い
て
は
、
過
去
3
年

間
と
過
去
1
年
間
で
抽
出
し
た
脱
退
理
由
の
ど
ち

ら
も
「
そ
の
他
」
が
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

2
番
目
に
多
い
「
職
場
移
動
・
退
職
」
か
ら
み
て

も
約
4
分
の
1
が
1
年
以
内
で
退
職
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
退
職
後

も
建
設
業
に
従
事
さ
れ
る
方
へ
の
継
続
加
入
の
案

内
強
化
も
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

第
64
回
定
期
大
会

活
発
な
討
論
で
活
路
を
見
出
す

練馬支部新役員（敬称略）練馬支部新役員（（敬敬称称略略））

2021年度2021年度

練
馬
支
部



第2613号（第三種郵便物認可）け ん せ つ 北 部2021年5月9日（日）（3）

3
月
20
日
、
練
馬
支
部
会
館

に
て
青
年
部
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
運
動
総
括
で
は
相
次
ぐ

活
動
の
自
粛
に
よ
っ
て
課
題
と

な
っ
た
仲
間
の
関
係
づ
く
り
を

討
議
し
、
2
0
2
1
年
度
に
む

け
て「
出
来
る
こ
と
を
や
ろ
う
」

と
積
極
的
な
運
動
の
発
展
を
目

指
す
こ
と
で
一
致
団
結
し
ま
し

た
。

2
0
2
1
年
度

青
年
部
新
役
員

〇
青
年
部
長

赤
松

雄
太

（
練
馬
分
会
）

〇
副
部
長

佐
々
木

幸
裕

（
早
宮
分
会
）
、
新
島

秀

成
（
早
宮
分
会
）

〇
書
記
長

白
井

拓
哉
（
早

宮
分
会
）

青
年
部
と
メ
ー
デ
ー
実

行
委
員
会
が
中
心
と
な
り

製
作
を
行
っ
て
き
た
メ
ー

デ
ー
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

4
月
29
日
の
集
中
製
作
日

を
も
っ
て
完
成
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
は
感
染
症
対

策
の
た
め
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
練
馬
支

部
青
年
部
で
は
、
青
年
層

の
仲
間
の
接
点
と
し
て
こ

の
機
会
を
大
事
に
し
、
全

都
で
唯
一
、
独
自
の
活
動

と
し
て
製
作
を
行
い
ま
し

た
。テ

ー
マ
と
な
っ
た「
龍
」

は
、
困
難
な
状
況
を
乗
り

越
え
鯉
か
ら
龍
へ
姿
を
変

え
て
い
く
様
を
現
在
の
状

況
に
置
き
換
え
、
困
難
を

乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
を

願
い
と
し
て
込
め
て
い
ま

す
。
若
い
仲
間
の
想
い
の

つ
ま
っ
た
作
品
は
支
部
会

館
の
入
口
に
展
示
中
で

す
。

3
月
31
日
、
練
馬
支
部
会

館
に
て
シ
ニ
ア
友
の
会
総
会

を
27
人
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
前
半
は
旧
沢
内

村
で
実
現
し
た
老
人
医
療
費

無
料
を
実
現
し
た
活
動
と

「
下
流
老
人
」
か
ら
見
る
高

齢
の
仲
間
を
取
り
残
さ
な
い

シ
ニ
ア
友
の
会
の
活
動
を
展

望
す
る
ミ
ニ
学
習
を
行
っ
た

後
、
2
0
2
0
年
度
の
活
動

報
告
及
び
2
0
2
1
年
度
の

方
針
に
つ
い
て
討
論
に
入
り

ま
し
た
。
討
論
で
は
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
支
部
単
位
で
は

活
動
が
進
ま
な
か
っ
た
一
方

で
分
会
単
位
で
は
で
き
る
範

囲
に
お
い
て
の
活
動
が
模
索

さ
れ
て
い
る
内
容
の
報
告
が

あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
当
面
我
慢
の

時
が
続
き
ま
す
が
シ
ニ
ア
友

の
会
の
期
待
に
応
え
る
取
り

組
み
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
準

備
し
て
い
き
ま
す
。

2
0
2
1
年
度

シ

ニ
ア
友
の
会
新
役
員

〇
会
長

佐
渡

則
年
（
高

松
分
会
）

〇
副
会
長

橋
口

良
男

（
西
大
泉
分
会
）
、
深
澤

隆
雄
（
田
柄
分
会
）
、

佐
藤

與
七
（
桜
台
分

会
）
、
照
井

三
夫
（
北

大
泉
分
会
）
、
奥
澤

悦

子
（
関
町
分
会
）

〇
事
務
局
長

魚
田

の
り

子
（
旭
町
光
が
丘
分
会
）

3
月
21
日
、
練
馬
支
部
会

館
に
て
Ｐ
Ａ
Ｌ
ね
り
ま
総
会

を
13
人
の
参
加
で
行
な
い
ま

し
た
。
来
賓
に
は
本
部
Ｐ
Ａ

Ｌ
か
ら
坂
本
会
長
（
板
橋
支

部
）
と
福
岡
委
員
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
中
と
い
う

こ
と
も
あ
り
縮
小
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
総
会
後
の
現

場
従
事
者
会
議
で
は
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
2
0
2
0
年
度
は
重
要

な
局
面
で
あ
っ
た
も
の
の
、

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
会
議
や
現

場
交
流
会
が
開
催
で
き
ず
、

現
場
情
報
を
集
め
に
く
い
状

況
で
し
た
。
し
か
し
新
常
態

で
の
活
動
の
あ
り
方
と
し

て
、
現
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
法
定
福
利
費
の
別
枠
請

求
に
つ
い
て
は
「
上
位
会
社

か
ら
予
算
総
額
を
提
示
さ
れ

る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

見
積
も
り
を
作
る
こ
と
に
な

り
、
形
骸
化
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
4
月
の
大
手
企
業
交
渉

で
是
正
を
求
め
ま
す
。

2
0
2
1
年
度

Ｐ

Ａ
Ｌ
新
役
員

〇
会
長

小
岩
比

呂
也

（
関
町
分
会
）

〇
副
会
長

中
山

千
里

（
田
柄
分
会
）
、
金
井

茂
雄
（
大
泉
東
分
会
）
、

住
友
光
一
（
石
神
井
台
分

会
）
、
鎌
田

義
昭
（
早

宮
分
会
）
、
朝
永

考
志

（
新
豊
玉
分
会
）

〇
幹
事
長

佐
藤

金
作

（
新
大
泉
分
会
）

〇
幹
事

菅
野

博
孝
（
関

町
分
会
）
、
志
田

行
雄

（
泉
分
会
）
、
斎
藤

晃

一
（
中
村
分
会
）

〇
住
宅
部
会
部
長

庄
司

隆
昭
（
北
大
泉
分
会
）

〇
住
宅
部
会
副
部
長

新
井

修
（
石
神
井
分
会
）

3
月
13
日
に
練
馬
支
部
会
館

に
て
33
人
の
参
加
で
開
催
し
ま

し
た
。
感
染
症
対
策
で
参
加
人

数
の
制
限
が
加
わ
り
ま
し
た

が
、
各
分
会
の
代
議
員
の
協
力

で
無
事
総
会
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
総
会
で
は

活
動
を
振
り
返
り
、
こ
れ
ま
で

の
議
論
を
も
と
に
新
た
な
役
員

で
活
動
を
す
す
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
度

主
婦

の
会
新
役
員

〇
会
長

神
尾

恵
美
（
田
柄

分
会
）

〇
事
務
局
長

荒
川

富
士
子

（
大
泉
東
分
会
）

〇
副
会
長

春
日

三
治
子

（
中
村
分
会
）
、
大
嶋

玲

子
（
田
柄
分
会
）
、
金
本

亜
麗
（
谷
原
台
分
会
）
、
住

友

か
つ
子
（
石
神
井
台
分

会
）

第
15
回
Ｐ
Ａ
Ｌ
ね
り
ま
総
会

第
15
回
Ｐ
Ａ
Ｌ
ね
り
ま
総
会

龍
の
巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成

青年部
大会

青年部
大会

青
年
部
の
メ
ー
デ
ー

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
製
作

現
場
従
事
者
会
議

現
場
従
事
者
会
議主婦の会総会主婦の会総会

シ
ニ
ア
友
の
会
総
会

シ
ニ
ア
友
の
会
総
会
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4
月
1
日
か
ら
練
馬
支
部

で
勤
務
し
て
い
る
江
成
で

す
。
2
0
0
4
年
に
江
戸
川

支
部
に
入
職
し
て
、
16
年
ほ

ど
勤
め
、
そ
の
後
、
1
年
間

本
部
や
山
梨
事
務
所
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
川
区

出
身
で
現
在
も
同
区
に
居
住

し
て
い
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ

訪
れ
た
豊
島
園
以
来
、
練
馬

区
へ
来
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
、土
地
勘
が
な
く
、

地
理
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

練
馬
支
部
の
印
象
と
し
て

は
、
特
に
運
動
面
が
充
実
し

て
お
り
、
参
加
す
る
仲
間
の

一
人
ひ
と
り
が
、
組
合
の
取

り
組
み
に
当
事
者
と
し
て
関

わ
り
、
大
変
熱
心
に
参
加
し

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

賃
金
対
策
部
・
Ｐ
Ａ
Ｌ
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
初
め
て

の
分
野
の
た
め
、
部
員
や
会

員
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
賃
金
運
動
の

前
進
の
た
め
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

毎
月
読
者
の
皆
様
よ
り
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
ほ
か
に
も
心

の
こ
も
っ
た
イ
ラ
ス
ト
を

お
寄
せ
頂
い
て
い
ま
す
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
が
続
く
な

か
、
ペ
ン
を
握
る
機
会
も

多
く
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
今
月
も
そ
ん
な

皆
様
か
ら
の
お
便
り
を
紹

介
し
ま
す
。

◇
コ
ロ
ナ
早
く
収
ま
っ
て

ほ
し
く
願
う
の
み
で
す

（
田
柄
分
会
／
橋
本
修
一

さ
ん
）

◇
わ
ん
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス

ト
（
早
宮
分
会
／
中
里
恒

雄
さ
ん
）

◇
人
間
は
コ
ロ
ナ
で
大
変

で
す
が
、
野
の
草
花
は
季

節
に
な
る
と
ち
ゃ
ん
と
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。（
早

宮
分
会
／
天
野
邦
子
さ

ん
）

◇
こ
い
の
ぼ
り
の
イ
ラ
ス

ト
（
早
宮
分
会
／
早
瀬
由

香
里
さ
ん
）

◇
町
方
の
建
築
職
人
は
仕

事
が
無
く
て
大
変
で
す
。

コ
ロ
ナ
だ
け
の
所
為
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
世

相
の
中
に
あ
っ
て
土
建
の

皆
さ
ん
が
色
々
頑
張
っ
て

活
動
を
し
て
ら
っ
し
ゃ
る

姿
を
見
て
、
心
か
ら
敬
服

し
ま
す
。
影
な
が
ら
応
援

し
て
い
ま
す
。
（
旭
町
光

が
丘
分
会
／
横
尾
午
良
さ

ん
）

練馬支部主婦の会の2021年度の第一弾定
例会は人気の劇団四季の最新ミュージカル
「アナと雪の女王」鑑賞交流会です。主婦
の会新加入者には500円の参加費割引もあ
ります。ぜひこの機会に主婦の会の活動に
参加をしてみませんか？

東京土建練馬支部では、個人事業者として働く仲間への支
援の一環として2021年4月11日～5月31日までの期間中、新
たに組合加入をした方のうち、同時に『一人親方労災』の加
入手続きを行った方へ、もれなくコンビニなどで使えるＱＵ
Ｏカード3，000円をプレゼントします！組合加入と一人親方
労災加入を検討中の方は、ぜひお得なこの機会に東京土建練
馬支部での手続きをすすめましょう

内
装
工
（
シ
ス
テ
ム
天
井
、

Ｌ
Ｇ
Ｓ
ボ
ー
ド
工
）（
2
人
）

社
員

創
天
工
業（
上
石
神
井
分
会
）

練
馬
区
下
石
神
井
3
―
14
―

4☎
0
9
0
―
1
4
5
3
―
8

0
6
8

配
管
工
（
3
人
以
上
）
社
員

㈲
和
田
設
備
（
旭
町
光
が
丘

分
会
）

東
久
留
米
市
八
幡
町
1
―
9

―
28

☎
0
8
0
―
1
2
3
6
―
0

4
4
8

ガ
ラ
ス
工
（
2
人
）
社
員

Ｙ
Ｋ
Ｇ
（
高
松
分
会
）

練
馬
区
高
松
3
―
20
―
6
―

2
0
1

☎
0
8
0
―
4
9
3
6
―
0

6
5
6

配
管
工
（
2
人
）
短
期
・
請

負

㈲
川
戸
設
備
（
泉
分
会
）

練
馬
区
東
大
泉
6
―
47
―
6

☎
0
9
0
―
8
8
0
7
―
9

4
7
4

Ｌ
Ｇ
Ｓ
ボ
ー
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《キャンペーン期間》
2021年4月11日～5月31日
《キャンペーン景品》
ＱＵＯカード3，000円分

《支給対象》
期間中の新規組合加入者かつ同

時に一人親方労災の加入手続きを
行った方が対象
《支給人数》先着40人まで

組組組合合合加加加入入入ととと一一一人人人親親親方方方労労労災災災加加加入入入ののの
手手手続続続きききをををすすすすすすめめめままましししょょょううう

個人事業者として働く仲間へ個人事業者として働く仲間へ

個人事業者応援キャンペーン詳細個人事業者応援キャンペーン詳細

《日時》7月1日
《参加費》2500円
（主婦の会新加入者は2000円）

《申し込み》分会主婦の会まで

新
入
書
記
紹
介

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

劇団四季
「アナと雪の女王」
鑑賞交流会

劇団四季
「アナと雪の女王」
鑑賞交流会

江
成

道
宏
書
記

江
成

道
宏
書
記


